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コラーゲンペプチドと骨•軟骨：エビデンスはあるのか？ 
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返し構造、Gly-Xaa-Yaa 配列を持つ（Gly はグリシン、Xaa と Yaa は任意のアミ
ノ酸）。Xaa、Yaa の約 30%程度はプロリン(Pro)とヒドロキシプロリン(Hyp)であ
る。翻訳後修飾により Pro は Hyp に水酸化されるため予測値であるが、ヒトコ
ラーゲン 1A1（1,464 アミノ酸）中、Gly-Xaa-Yaa は 360 ヶ所、Pro-Hyp は 49 ヶ
所、Hyp-Gly 配列は 127 ヶ所存在する可能性がある。また、II 型コラーゲンを構
成するコラーゲン 2A1 も同様の構造を有している(1)。 
食品としては肉類、魚介類などにコラーゲンが多く含まれている。骨、鰭、
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活性型コラーゲンペプチド; Pro-Hyp 






ン配列中に存在する Xaa-Pro あるいは Xaa-Hyp はプロリルジペプチダーによっ
てのみ切断されるが、プロリルジペプチダーゼでも、Pro-Pro や Pro-Hyp を切断
することは難しい。さらに、１分子中に• • • Gly-Pro-Hyp-Gly-Pro-Hyp • • • の繰
り返し配列を複数箇所含むコラーゲン由来の Pro / Hyp 含有ジペプチドの体内移






ンペプチドを経口摂取した場合のヒト血中動態を見ると、Pro-Hyp の Cmax は数










基礎研究 (in vivo / in vitro 実験 ) 
 in vivo 実験系(動物実験)でコラーゲンペプチドの硬組織に対する効果を調べ
た研究は、外因性コラーゲンペプチドの機能性研究として評価できる。一方、in 
vitro 実験系（培養細胞実験）においても、上記と同様なコラーゲンペプチドを
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使用した研究が多く、これらは、現時点で、分子量の大きなオリゴコラーゲン
ペプチドが体内に吸収されているという報告はないことから、内因性コラーゲ










経口投与は、グリコサミノグリカンや I 型コラーゲンの合成を促進した(16)。 

























を 1 日 10g、24 週間経口投与した結果、カルシトニン単独投与より、コラーゲ
ンペプチド併用投与の方が、骨密度が高く、尿中ピリジノリン、デオキシピリ
ジノリン値も低くなった(27)。また、閉経後骨減少症患者を用いた Intent-to-Treat
分析で、1 日コラーゲンペプチド 5 g、カルシウム 500 mg、活性型ビタミン D3
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日本の平均寿命は平成 25 年度の統計で男性 80.21 歳、女性 86.61 歳となり、年々増加し
ています(http://www.mhlw.go.jp/toukei/saikin/hw/life/life13/dl/life13-02.pdf)。また、高齢
者が人口に占める割合（高齢化率も 2010 年代急速のび、20-30%に、2050 年には 40%にな
ろうとしています。しかし、健康寿命は男性 70.4 歳、女性 73.6 歳と、その差、つまり何等
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国民の割合が男性 26.3%, 女性 22.9%ですが、それぞれ 36%, 33%へ、日常生活での歩数を























テストは座っている状態から立ち上がれる台の高さで判定します。例えば 40 歳から 69 歳
までの男女の 50%は、高さ 40cm の台からの片脚が可能ですが、70 歳以上では両足でしか
起立ができなくなったら、70 歳以上の能力しかないと判断されます。2 ステップテストは
2 歩で進む距離を身長で割った値です（図 2）。 
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の分化を抑制します。同様に、エストロゲン減少、Receptor activator of nuclear factor 






























図 8                    図 9
正常 変形性関節症





















良い食事をして、適切な BMI を維持することです。 
表 2 
���� ��性関�� サルコペニア
BMI 20kg/m2 以上 25kg/m2 以下 
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